
感染症発生動向調査

平成25年第1週，第2週合併号

◆　 今週のコメント
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･

･

･

◆　 今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

◆　発生状況

京都市感染症週報

　水痘の定点当たり報告数は第２週が２.１０（８６例）で，第１週の０.７３（３０例）より増加しており，過去５年平均
値を大きく上回っています。第２週の年齢群別では，２歳が２３例（２６.７％）と最も多く，次いで４歳が１６例（１
８.６％），３歳が１２例（１４.０％）で，０歳～４歳が７６.７％を占めています。

　感染性胃腸炎の定点当たり報告数は第２週が７.１０（２９１例)で，第１週の２.０２（８３例)より増加しています。
  京都市衛生環境研究所では，病原体定点において１１月以降に採取された感染性胃腸炎の検体から，ノロ
ウイルスGⅠを１件，ノロウイルスGⅡを４０件検出しています。全国の今シーズンのノロウイルスの検出状況を
みると，ノロウイルスGⅡが約９５％を占めています。（平成２５年１月１８日現在）

　アメーバ赤痢（腸管アメーバ症）の報告が第２週に１例（男性，６０歳代）あります。症状は粘血便・大腸粘膜
異常所見で，推定感染経路はその他（下水処理に従事）です。

　風しん（検査診断例）の報告が，第２週に１例（女性，６０歳代）あります。症状は発疹です。推定感染地域は
国内で，推定感染経路は飛沫・飛沫核感染です。ワクチン接種歴はなしです。平成２０年１月に，定点把握対
象から全数把握対象の五類感染症に変更されて以来，年間累積報告数は０～１例で推移していましたが，平
成２４年は２６例とかなり多くなっています。

（平成24年12月31日
　　　　　～平成25年1月13日）

インフルエンザの定点当たり報告数は，第１週（平成２４年１２月３１日～平成２５年１月６日） １.０９（７３例），
第２週（１月７日～１月１３日） ６.３４（４２５例）となっており，第１週に流行開始の目安となる１.００を超えました。
詳細をトピックスに掲載しています。

http://www.city.kyoto.lg.jp/hokenfukushi/s
oshiki/8-5-5-0-0_42.html

京都市感染症情報センター
（ 京都市衛生環境研究所 ）

◆ 発 状況

・ 二類：結核 １例（肺結核 なし，その他結核 １例，潜在性結核感染者 なし）うち喀痰塗抹陽性 １例（第１週分）
・ 二類：結核 ５例（肺結核 ３例，その他結核 １例，潜在性結核感染者 １例）うち喀痰塗抹陽性 ２例（第２週分）

【１月以降の累積報告数 ６例（肺結核 ３例，その他結核 ２例，潜在性結核感染者 １例）うち喀痰塗抹陽性 ３例 】

・ 五類：アメーバ赤痢（腸管アメーバ症） １例 【１月以降の累積報告数 １例】（第２週分）
・ 五類：風しん（検査診断例） １例 【１月以降の累積報告数 １例】（第２週分）

（市内定点数　インフルエンザ定点６７， 小児科定点４１， 眼科定点１０， 基幹定点１）

報告数 定点当たり報告数 報告数

ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 　インフルエンザ ４２５ １．０９ ７３

小児科   ①　感染性胃腸炎 ２９１ ２．０２ ８３

（降順5位まで）   ②　水痘 ８６ ０．７３ ３０

  ③　Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 ２７ ０．２２ ９

  ④　ＲＳウイルス感染症 ２０ ０．１７ ７

  ⑤　突発性発しん １１ ０．０７ ３

眼科   流行性角結膜炎 ４ ０．１０ １

【次ページ以降の主な内容】
　　発生状況の概況グラフ　/　今週のトピックス：＜インフルエンザ＞

（ 注 ） 京都市のデ タは 平成25年1月17日現在の報告数で 全国の還元デ タと若干異なる場合があります

感染症名
第２週

定点当たり報告数

０．４０

第１週

０．６６

０．４９

７．１０

６．３４

０．２７

定点

２．１０

全数把握の感染症

定点把握の主な感染症

（ 注 ） 京都市のデータは，平成25年1月17日現在の報告数で，全国の還元データと若干異なる場合があります。
また，本情報での患者数は，届出医療機関所在地での集計で，患者の住所を示すものではありません。
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◆　発生状況の概況グラフ

１　今週（第２週）と先週（第１週）の定点当たり報告数の比較

２　インフルエンザの推移
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３　主な感染症の定点当たり報告数の推移

＜小児科定点＞

　 　　　　　　　１ 感染性胃腸炎 　 　　　　２ 水痘

　　　　　　　　 ３ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 　　　　　 ４ ＲＳウイルス感染症

※ 平成15年からの追加疾患のため，過去５年平均値はありません。
＜眼科定点＞ 流行性角結膜炎

（第 週以降）
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＊平成21年／22年シーズンは，インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）２００９の影響で，例年と流行傾向が大きく異なるため，過去５年平均値

の算出には使用していません。
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平成２５年

合併号（平成24年12月31日～平成25年1月13日）トピックス：＜インフルエンザ＞

　インフルエンザの定点当たり報告数は，第１週（平成２４年１２月３１日～平成２５年１月６日） １.０９（７３例），
第２週（１月７日～１月１３日）６.３４（４２５例）となっており，第１週に流行開始の目安となる１.００を超えました。
第２週は第１週よりも約６倍増加しています。全国のインフルエンザの定点当たり報告数は，第１週 ３.９１，第第 週 第 週 りも約 倍増加 す。 国 イ ザ 定点当 り報告数 ，第 週 ，第
２週 １２.０７となっており，第２週に注意報レベルの１０.００を超えました。
　京都市の過去のデータ（平成１６/１７年～２３/２４年シーズン）をみると，インフルエンザ（Ｈ１Ｎ１）２００９の
流行のあった平成２１/２２年シーズンを除いて，定点当たり報告数が１.００を超えたのち，６～７週間で流行
ピーク（定点当たり報告数９.６８～３９.１５）を迎えています。今後の動向にご注意ください。
　行政区別では，第１週及び第２週ともに，すべての行政区で報告があり，第２週は第１週より増加していま
す。特に，東山区では注意報レベルの１０.００を超えました。
　京都市衛生環境研究所では，今シーズンに，ＡＨ３型が２例，Ｂ型が１例，ＡＨ1ｐｄｍ０９が１例分離検出さ
れていますれています。
　なお，全国のインフルエンザウイルス分離検出報告数は，Ａ（Ｈ３）型 ４３３例，Ｂ型 ４３例，Ａ（Ｈ１）ｐｄｍ０９
２５例となっています。（平成２５年１月１８日現在）

定点当たり報告数の推移（平成１６/１７年～２４/２５年シーズン）
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行政区別　発生状況の推移
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（）内は行政区別のインフルエンザ定点医療機関数


